
        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山市大山歴史民俗資料館                 

歴民だより 
 

富山市亀谷１番地 

電話 ４８１－１４１５ 

令和２年１２月 

大山の三賢人 
 

 

 

 【有峰狛犬ヌエ】 

現在、第１展示室では、大山の三賢人（宇治長次郎・金山穆韶・播隆上人）

について常設展示しています。 

今回は、その中から「槍ヶ岳開山 播
ばん

隆
りゅう

上人
しょうにん

」を紹介します。 
 

 ミニ企画展「薬師岳のある風景」写真展 
期間 令和３年２月６日（土）～３月１４日（日） 

 
 

 

 播隆は、１７８６年、富山市河内（大山地域）で生まれ、１０代後半

に出家し、深山の洞窟や山中で修業を続けました。 

 １８２３年には、１００年間途絶えていた笠ヶ岳を再興するととも

に、向かい側にそびえ立つ槍ヶ岳の開山を決意します。 

 １８２８年、播隆は槍ヶ岳山頂に３体の仏像を安置し、槍ヶ岳の開山

を果たしました。さらに、１８４０年には、信徒によって山頂付近に鉄

鎖がかけられました。 

 当館では、生家に送った額や喚鐘等、播隆のゆかりの品々を多数展示

しています。 

あの日、あの時見た 薬師岳 

応募いただいた薬師岳の写

真を展示します。 

雄大で美しい薬師岳、季節に

よって移り変わる薬師岳の姿

を撮影者の想いとともに紹介

します。 

 

皆さんがお住いの地域から薬師

岳はどんなふうに見えますか？ 

写真展では、県内各地から見る薬

師岳も紹介します。 

【有峰狛犬クマ】 

薬師岳がある日常 

【有峰狛犬シシ】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画展「薬師岳入門－その歴史と自然－」 

関連講座「６０年の山小屋人生」 
１１月７日（土）、講師に五十嶋博文さん（太郎平小屋グループオーナー）をお招きし、関

連講座を開催しました。 

「薬師岳の登山史」や「山やスキーを通じての人との出会い」、 

「遭難事故への対応と安全登山への取組」、そして、「『山は眺め 

てよし、登ってよし、住んでよし』をモットーにした、感謝と奉 

仕の山小屋経営」等、五十嶋さんの山小屋人生について、５６名 

の受講者は静かに聴き入っていました。 

  

受講者の感想 
・ 自宅の玄関を開けると、剱岳、薬師岳が見えます。今回の講座を受講して、山小屋で生

活している方々の存在を改めて感じました。 

・ 高校生の時に薬師岳を見た感動が山の人生の始まりだったのですね。「人が好き、山が好

き」という思いが五十嶋さんの全身にみなぎっていました。 

・ 昭和３０年頃からの山小屋の歴史について、実体験をもとに伺い、自分自身もその時代

を体験しているような気持ちになりました。 

・ 山小屋は登山者にとってとてもありがたく、運営のご苦労に深謝の気持ちがますます強

くなりました。 

・ 五十嶋さんだから語れる薬師岳のお話がたいへん興味深かったです。自然の怖さ、自然

を通して出会う人々、五十嶋さんのドラマチックな人生の話に引き込まれました。 

・ たいへんな苦労とボランティア精神、人としてのやさしさと強さ、信念をもって過ごし

てこられた五十嶋さんの山小屋人生に感動しました。 

大山歴史民俗研究会 秋季現地研修会  

 ９月２９日（火）、大山歴史民俗研究会の秋季現地研

修会が行われ、高松梅治の記念碑(富山市南栗山)と西

光寺（富山市中布目）を見学しました。 

高松梅治は、デコボコ道を走る馬車をヒントに、明治

４０年、無限軌道を発明しました。無限軌道は、現在、

キャタピラという名で大きな役割を果たしています。 

 西光寺には、室町時代のものと思われる石仏や富山

藩の梅鉢紋が施された山門等が保存されています。 

 

学習講座（小見小学校） 
 １０月１５日（木）、小見小学校の５、６年生が来館

し、小見小学校区の歴史について調べ学習を行いまし

た。子供たちは、資料館職員から「有峰狛犬」、「亀谷銀

山」、「薬師岳」等についての話を聞いたり、「小見の地

名由来」や「論田山城」、「スキー場の歴史」等、各自の

課題について、資料や展示を参考に、真剣な表情で調べ

たりしていました。   


